
氏名 論文題目

ＺＨＥＮＧ　ＸＩ 介護職の子育てしやすい職場環境とその支援に関する研究

山星　千穂 食によるオートファジーの活性化を介した健康制御の課題と有用性の調査研究

佐藤　ちはる 周産期メンタルヘルス問題の予防介入および効果の検証

中島　海 異なるモダリティのMEGデータを用いたクロスデコーディングによる神経共有表現の検証

彭　雨瑾 介護職員初任者研修の教育内容に関する検討

矢野　弘登 近代におけるムシカマドの発明と普及

横山　健一 現代社会の葬送と墓制

浅川　拓矢 高周波振動による摩擦低減効果を用いた凸感覚提示とその知覚特性

石川　律 行動活性化療法におけるアンヘドニアが報酬知覚に及ぼす影響

伊藤　汐里 ハウスダンス世界チャンピオンの「軸」に関する身体知についての質的研究

伊藤　希子 子どもの居場所の役割と機能に関する研究

伊藤　ゆうき 主体的運動が空間注意パフォーマンスに及ぼす影響

稲本　俊太 繁殖期のウミネコの採餌行動における性差の年変動および地域差

井上　高貴 皮膚での可視光の超知覚的受容が認知・行動に及ぼす影響

臼井　誉高 格差・貧困に関する自己責任論の妥当性

遠藤　輝夫 メタバースに関する基礎的研究

ＷＡＮＧ　ＷＥＩＱＩ ホモセクシュアルからホモソーシャルへ：「社会主義兄弟情」の論理

大浦　杏奈 日本語を対象とした音声信号からの real-time MRI 調音運動動画の推定

大原　真生 地域における高齢者のなじみや生活にみる＜通いの場＞を通じた社会的処方

岡田　拓也 消費者アンケートにおける本音／建前回答と脳活動の関連性検討

岡村　真直 中高生の地域活動に伴う将来展望に通ずる意識や行動の変容

小嶋　康禅 超宗派的な仏教の社会貢献活動における協働に関する一考察

小野岡　秀 自転車走行中の後方の安全確認にかかる動作の安全性

小日向　咲来 ASD者の聴覚過敏に対するマインドフルネストレーニングの効用

加藤　実祐紀 むちゃ食い行動に対する脱フュージョン介入の効果についての検討

金子　健一郎 感覚処理感受性の高い者に対する筆記の効果の検討

金子　純也 静岡県駿府城水堀の長期水質観測に基づく都市型水環境の現状と保全のあり方に関する研究

金子　武史 深層学習を用いたピアノ演奏ミスの検出

嘉屋崎　顕 重度訪問介護事業者におけるリスクマネジメントの現状と課題

川元　滉也 アクセプタンス＆コミットメント・セラピー（ACT）モデルによる大学生の先延ばし傾向の理解

木村　円香 原始アミノアシルtRNA合成酵素の機能と進化に関する研究

木村　有希 狭山丘陵北部の谷津田におけるアカガエル類の繁殖場所の特徴

桑原　碧 倫理観が作用する意思決定における認知モデルの構築

五井野　龍了 宗教コミュニティの機能に着目した仏教福祉の実践に求められる要因

小林　えり佳 児童生徒におけるインターネットゲーム行動症の予防につながる要因に対する心理学的支援の効果

小林　勇太 関係フレーム理論の観点による脱フュージョンの行動プロセスの検討

齋田　尚子 水中運動が神経活動に与える影響

佐々木　敦 輸送障害時における鉄道駅ホームの乗車列の形態が旅客流動に与える影響

佐々木　三紗 朝鮮半島にルーツをもつ青年における異文化適応ギャップ尺度の開発および信頼性・妥当性の検討

佐藤　瑠美 マインドワンダリングの内容に伴う瞳孔径変動の検討

向　凌萱 対話ロボットによる長期的インタラクションにおける励まし発話がユーザの主観的幸福感に与える影響

篠原　洸一 生体情報を用いたeラーニングにおける学習者の感情隠蔽状態のリアルタイム推定     

澁谷　紘輝 映画視聴時における視線移動と映画演出の関係に関する研究

澁谷　菜穂子 中途採用者の職場共同体への参加プロセスとアイデンティティ変容に関する質的分析

肖　思雪 中国双減制作下における浙江省児童の生活習慣と課題

正司　豪 卒業研究の取り組み過程における学際的思考の形成プロセス

白石　誠 弱いロボットに誘因される学習援助による内発的動機づけの促進

新谷　里々花 行動分析に基づく単独鑑賞行動のモデル化による展示空間計画のための混雑評価

杉本　光 聴覚情報処理障害と注意制御機能の関連および注意訓練法の効果検討

鈴木　玲央 スマートフォン型携帯端末の把持状態における振動パターンの振動回数識別特性の評価とその発展

関口　彩乃 IBS有症状者における体験の回避が消化器症状に関連した不安を介してQOLに及ぼす影響

髙橋　孝平 押見修造論

竹内　啓人 反応時間を用いた項目反応理論による不良回答の検出

千葉　茉優 カメラ機能を用いた重度障害のある人へのスイッチアプリケーションの適応

張　晨雪 国際移動とジェンダー

藤後　英哲 テキスト会議におけるファシリテーション対話システム

中川　香里 肥満症モデルマウスにおけるWdr6欠損は脂質蓄積を抑制する

中込　大河 北海道枝幸町におけるオジロワシによる撹乱が繁殖中のウミネコにもたらす複合的影響の評価

七森　真央 社交不安症の維持要因と視線知覚との関連の検討

成田　めぐみ 中学生に対する他者視点取得の処理過程を踏まえたストレスマネジメント教育の効果

二宮　朝日菜 うつ病外来患者の精神科受診に対する信念と関連要因の検討

萩原　裕之 覚醒剤と大麻の依存性形成過程で生じる中毒症状のメカニズムおよび依存症治療の検討
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橋田　武知 芝園団地中国人住民のつながり

畑　美緒 大域的-局所的オプティックフローの相互作用による視線誘導効果

畑崎　貴世 大学生における子宮頸がんワクチン接種への躊躇に影響を及ぼす要因の検討

花岡　光子 寒冷負荷時の血管運動機能に与えるツボの効果の検証

馬場　由美子 女子プロゴルファーのキャリア移行期における適応プロセスに関する質的研究

福田　航介 ChatGPTを用いたセルフヘルプ行動が青年期のメンタルヘルスに及ぼす効果

福留　尚典 家族介護者等における認知症高齢者の行動に対する理解様式が精神的健康に及ぼす影響

辺　源 視覚障害者の外出の安全性と社会参加に関する研究

ＢＵ　ＴＩＮＧＪＵＮ 認知症高齢者との面談におけるソーシャルワーカーの「待つスキル」に関する考察

前田　航志 定型発達者における社会的カモフラージュ行動の生起要因および, 気分・感情の変動の検討

牧　恒平 自己接触行動がストレス低下に与える影響

松本　菜々子 摂食障害症状を呈する者に対するセルフ・コンパッション筆記介入の効果の検討

松山　未来 マインドワンダリングの意図性による脳活動の差異の検討及び思考状態を弁別する推定式の作成

三上　悠 内部状態が行動変容に及ぼす影響の検討

水越　智也 Spatiotemporal regulation of de novo and salvage purine synthesis during brain development

水梨　修一 末期がん患者における疾病の受容と在宅緩和ケアの選択・環境の検討

南　千尋 アクティブラーニング型授業における学習者間の脳波の同期に影響する要因の検討

宮澤　希 つながりのあり方に着目した盲ろう者に関するエスノグラフィー

宮沢　ゆか ペットロス・グリーフケア支援システムの検討

森　真美 先行体験が物語鑑賞における情動的共感および感動に与える影響

森井　喜大 項目反応理論を用いたプロ野球選手の能力比較

山口　茉優 Perceived Facial Impression Affects Face Recognition

山田　龍 オートファジー制御における細胞性粘菌由来の生物活性物質DIF-1とその誘導体の機能解析

弓田　耕大 山村への移住者が地域コミュニティに定着する過程に見る共通点と個人差

饒平名　千秋 在米1.5世の若者を取り巻く環境と多元的アイデンティティ

劉　玉冰 中国・北京における新世代農民工の社会的世界

劉　思攸 知的障がい児者の性教育に対する保護者のニーズに関する研究

凌　佩珊 インサイドセールス担当者の印象向上のための発話トレーニングシステム

廖　郁彗 地域共生社会を実現する宅幼老所に関する研究

林　奕涛 帰化した中国移民にとっての政治参加

連　欣意 個人特徴と楽曲特徴に対する嗜好・感性の関連性分析

和田　京子 日本におけるアニマルセラピーの現状と課題

氏名 論文題目

宇野　智貴 数学科におけるグループ学習が学習方略及び学習観に与える影響

小泉　二郎 メタファで創るインクルーシブ教育導入モデルとその効果

三村　尚志 応用行動分析に基づく研修の効果と教師の特徴による差異の検討

岩井　祐一 知的障害特別支援学校高等部を対象としたACTを活用した開発的な心理教育に関する研究

林　欣誼 未就学の日本語・中国語バイリンガル児における言語・動作発達・行動特徴と発達障害との関連
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